
市内循環バス市内循環バス市内循環バス

ルート・ダイヤ変更ルート・ダイヤ変更ルート・ダイヤ変更
市内循環バス“ぐるっとくん”は、
ルートと運行ダイヤを変更し、
バス停の新設と名称変更を行います。

市内循環バス“ぐるっとくん”は、
ルートと運行ダイヤを変更し、
バス停の新設と名称変更を行います。
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上平循環 ●ルート延伸と
　　　　　バス停新設・移動

【変更前】

➡
J
R
高
崎
線

桶
川
駅

しらこばと
保育所前
しらこばと
保育所前

しらこばと
団地北
しらこばと
団地北

消防署
上平
分署前

消防署
上平
分署前

上尾第一団地西上尾第一団地西

上郷集会所前上郷集会所前

【変更後】

J
R
高
崎
線

桶
川
駅

しらこばと
保育所前
しらこばと
保育所前

しらこばと
団地北
しらこばと
団地北

消防署
上平
分署前

消防署
上平
分署前

東一丁目東一丁目

上郷
広場前
上郷
広場前

長
浪
公
園

長
浪
公
園

上郷
集会所前
上郷
集会所前

上尾
第一団地西
上尾
第一団地西

原市・東西循環 ●ルート延伸と
　　　　　バス停新設

【変更前】

➡
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

東
大
宮
駅

団地入口団地入口
原市団地
北口
原市団地
北口

尾山台出張所前尾山台出張所前

県営南砂団地県営南砂団地

【変更後】

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

東
大
宮
駅

団地入口団地入口
原市団地
北口
原市団地
北口

尾山台出張所前尾山台出張所前

県営南砂団地県営南砂団地

新堀新堀

瓦葺
ふれあい広場
瓦葺
ふれあい広場

原市循環 ●ルートの短縮

【変更前】 【変更後】

➡

上平公園南口

上平公園
北口

上平公園

消防署東消防署東 消防署東消防署東

上平公園

原市循環

●直行便（原市団地・尾山台団地に行かない路
　線）以外は、ルートを変更します。

※�直行便は今までどおり﹁五区公民館前﹂を通ります。
　バスの進行方向に注意してください。※�上平循環は今までどおりのルートを通ります。

【変更前】 【変更後】

➡五区公民館前五区公民館前

原
市
駅

埼
玉
新
都
市
交
通

原
市
駅

埼
玉
新
都
市
交
通

⇨市民安全課（　775－5138・　775－9927）

▶と　き　12月10日（月）～
▶対象路線　
ルート・ダイヤの変更／�原市循環、上平循

環、東西循環
ダイヤだけ変更／�平方循環、大石循環、
　　　　　　　　大谷循環
●循環方向の変更とルートの短縮　
　���原市循環
●新設のバス停　
　原市循環／﹁瓦葺ふれあい広場﹂﹁新堀﹂　
　上平循環／﹁長浪公園﹂﹁上郷広場前﹂
　　　　　　﹁東一丁目﹂　
　東西循環／﹁瓦葺ふれあい広場﹂
●バス停名の変更
　�原市循環／﹁スポーツ研修センター﹂→﹁ス
　　　　　　 ポーツ総合センター﹂
　東西循環／﹁坊ノ下橋﹂→﹁上尾市場﹂
�※新しい時刻予定表は、市民安全課（市役
所₄階）、各支所・出張所、バスの車内に
ありますので、利用してください。
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※
12
月
27
日（
木
）～
１
月
７
日（
月
）は
、

ご
み
の
直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
搬
入
時
間
／
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
45

分
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時
15
分

◆
処
理
手
数
料
／
家
庭
ご
み
は
10
㌔
㌘
に

つ
き
60
円
、
事
業
ご
み
は
10
㌔
㌘
に
つ
き

１
７
０
円

●
ご
み
の
搬
入
は
事
前
に
分
別
を

　

年
末
に
な
る
と
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
の
ご
み
の
搬
入
が
集
中
し
、
順
番

を
待
つ
車
両
で
長
い
渋
滞
が
発
生
し
、
２

時
間
以
上
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み
を
搬
入
す
る

場
合
に
は
、
ご
み
の
種
類
ご
と
に
袋
に
入

れ
る
な
ど
、
事
前
に
分
別
し
て
か
ら
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
場
内
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
サ
ン

ダ
ル
で
の
来
場
は
危
険
で
す
。
そ
の
他
、

搬
入
の
際
に
は
係
員
の
指
示
・
誘
導
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
円
滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
大
量
の
ご
み
を
搬
入
す
る
場
合
は
、
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
業
者
ご
と
に
料
金
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
⇨
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー（

７
８
１
―

９
１
４
１
・

７
８
１
―９
１
６
６
）

上
・
下
水
道

　
12
月
２９
日（
土
）～
１
月
３
日（
木
）の
休

み
期
間
中
に
、
水
道
の
漏
水
や
公
共
下
水

道
が
詰
ま
っ
た
場
合
な
ど
の
修
理
は
、
市

管
工
事
業
協
同
組
合
漏
水
対
策
室
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
⇨
上
尾
市
管
工
事
業
協
同
組
合
漏
水
対

策
室（

７
７
１
―９
３
０
０
・

７
７
１

―７
８
７
８
）

し
尿
く
み
取
り

　
12
月
29
日（
土
）～
１
月
３
日（
木
）は
、

し
尿
の
く
み
取
り
は
休
み
で
す
。
年
末
の

問
い
合
わ
せ
は
、
12
月
28
日（
金
）ま
で
に

生
活
環
境
課（
市
役
所
４
階
）へ
。

　

⇨
生
活
環
境
課（

７
７
５
―６
９
４

０
・

７
７
５
―９
９
２
７
）

市
役
所
、
各
支
所
・
出
張
所

　
市
役
所
と
平
方
・
原
市
・
大
石
・
上
平
・

大
谷
の
各
支
所
、
上
尾
駅
・
尾
山
台
出
張

所
は
、
12
月
29
日（
土
）～
１
月
３
日（
木
）

は
休
み
で
す
。

●
婚
姻
・
離
婚
・
出
生
・
死
亡
届
な
ど

　
年
末
年
始
の
休
み
期
間
中
は
、
市
役
所

北
口
玄
関
内
の﹁
休
日
夜
間
受
付
﹂で
受
け

付
け
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
受
け
付
け
た

戸
籍
届
な
ど
の
確
認
業
務
は
１
月
４
日

（
金
）か
ら
市
民
課
で
行
い
ま
す
。

　
⇨
市
役
所（

７
７
５
―５
１
１
１
・

７
７
５
―９
８
１
９)

図
書
館
・
各
分
館

　
12
月
28
日（
金
）～
１
月
４
日（
金
）は
、

全
館
休
館
し
ま
す
。
休
館
中
の
図
書
の
返

却
は
、
図
書
館
本
館
・
各
分
館（
上
平
を
除

く
）の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
上
尾
駅
西
口
、
北
上
尾
駅
、
上
平
公
民

館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
、
年
末
年
始
の
休

館
期
間
中
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
⇨
図
書
館（

７
７
３
―８
５
２
１
・

７
７
６
―７
３
３
０
）

ご
み
収
集
・
直
接
搬
入

●
年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は﹃
上
尾
市
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
﹄を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ご
み・

資
源
物
は
正
し
く
分
別
し
、
収
集
日
の
午

前
８
時
ま
で
に
ご
み
集
積
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
は
、
ご
み
の
量
の
増
加
や
交

通
渋
滞
の
た
め
、
収
集
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
年
末
年
始
の
ご
み
の
直
接
搬
入

　

年
末
年
始
は
大
量
の
ご
み
が
搬
入
さ

れ
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
内
や
周
辺
道

路
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
特
に
こ
と
し
は

年
末
年
始
の
休
業
期
間
が
長
い
た
め
、
直

接
搬
入
日
を
以
下
の
と
お
り
に
し
ま
す
。

搬
入
の
際
は
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
年
末
特
別
搬
入
日
／
12
月
２４
日（
振
休
）

～
26
日（
水
）

※
通
常
祝
日（
振
休
）は
午
前
中
だ
け
ご
み

の
搬
入
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

に
限
り
午
後
も
受
け
入
れ
ま
す
。

◆
年
始
開
始
日
／
１
月
８
日（
火
）

年末年始のごみ収集日程
収集区域 年末最終日 年始開始日 ごみ収集なし
Ａ
可燃物
（月・木） 可燃物

12/29㈯
（特別収集）

①ペットボトル
　　　　　１/₄㈮
②可燃物　₁/₇㈪

12/30㈰～₁/₃㈭
₅日間（可燃物₈日間）

Ｂ
可燃物
（月・木）

　可燃物　₁/₇㈪ 12/30㈰～₁/₆㈰
可燃物₈日間

Ｃ・Ｄ
可燃物
(火・金 )

可燃物
12/２８㈮ 　可燃物　₁/₄㈮ 12/２９㈯～₁/₃㈭

可燃物₆日間

※Ａ・Ｂ地区の可燃物（月・木）は、12/27（木）が最終日ですが、年始が１/７
（月）と間隔が空いてしまうため、12/29（土）に可燃物特別収集を行います。
※年末年始のごみ収集日はごみ収集カレンダーを確認してください。

年末年始の
市の業務と休館日
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　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　師走に入り、少しずつ忙しさを増してきました
が、いかがお過ごしでしょうか。
　﹁ほんとうの空﹂﹁再生﹂﹁明るい未来に向かって﹂
﹁生きることを大切に﹂﹁陸海の結合﹂――。一見バラ
バラに見えるこの五つの言葉は、市西部を通る国道
17号線（上尾道路）を横断する地下道に飾られる壁
画のタイトル。最初の三つは、昨年₃月の東日本大
震災で地震と原発事故により甚大な被害を受けた福
島県本宮市の中学生が描いた壁画、そして四つ目と
五つ目は、壁画が飾られる地下道に近い、市内の太
平中学校と大谷中学校の生徒たちが描いた作品のタ
イトルです。これらの作品は、去る11月10日に開催
された﹁第39回あげお産業祭﹂で披露されましたが、
どの作品も明るく鮮やかな色使いで、生徒たちの純
粋な願いや気持ちを感じる素晴らしいものでした。
　﹁情報発信をしなくても、みんなに目を向けても
らえた時期は終わった﹂。宮城県石巻市でボランティ

アを続ける看護師の言葉を新聞で目にしました。た
くさんのものを奪っていった震災から₁年₈カ月が
経過し、被災地も少しずつ様子を変えているようで
す。これから冬の厳しさを増す東北の地で、支援の
手が減っていくことが被災された皆さんにとってど
れほど心細いことかと想像し、さらなる支援への思
いを強くしました。
　あげお産業祭で拝見した明るく前向きな壁画、そ
して壁画を描いた生徒たちの笑顔は、多くの人の心
にたくさんの元気と希望を与えてくれたことでしょ
う。﹁空・再生・未来﹂、被災地である本宮市の生徒
たちが描いた壁画に込められた願いがかなうよう、
これからも市民の皆さんと共に応援していきたいと
思います。
　ことしも残り₁カ月、市民の皆さんはもちろん、
被災地の皆さんにとって新年が幸多き年になります
ようお祈り申し上げ、ことし最後のペンを置きます。
　少し早いですが、良い年をお迎えください！

空・再生・未来
市長　島 村　　穰　

■主な施設の年末年始の休館日■
施　　　　設　　　　名 年末年始の休館日

コミュニティセンター 775-0866・ 775-0868 12月25日（火）、 28日（金）～₁月₄日（金）イコス上尾 772-1611・ 772-1614
図書館・各分館 773-8521・ 776-7330

12月28日（金）～₁月₄日（金）

文化センター 774-2951・ 774-2955
自然学習館 780-1030・ 726-7901
上尾公民館 775-0185・ 776-7366
平方公民館 726-3446・ 726-3991
原市公民館 721-4948・ 721-4946
大石公民館 726-6615・ 726-6616
上平公民館 775-9308・ 770-1102
大谷公民館 781-0892・ 780-1113
ことぶき荘 776-2265・ 772-8647 12月28日（金）～₁月₆日（日）

消費生活センター 775-0801・ 776-4600
12月29日（土）～₁月₃日（木）
※コミュニティセンターが休館の12月２５日（火）、
28日（金）、１月₄日（金）も開庁しています。

瓦葺ふれあい広場 ・ 7２２- ７５６３ 12月29日（土）～₁月₃日（木）児童館アッピーランド 779-7030・ 772-7972
児童館こどもの城 783-0888・ 781-4466 12月27日（木）、 ２９日（土）～₁月₃日（木）

健康プラザわくわくランド 783-1126・ 726-7657
12月31日（月）～₁月₂日（水）
※12月29日（土）・30日（日）、₁月₃日（木）～₅日（土）
は午後₅時に閉館します。

市民体育館 781-811２・ 776-2250 ※耐震補強・大規模改造工事のため、₃月31日（日）
まで全館休館しています。

上平公園テニスコート 776-8964・ 776-3322

12月31日（月）～₁月₂日（水）平塚サッカー場
781-811２平方スポーツ広場

平方野球場
平塚公園テニスコート ・ 774-2046 12月28日（金）～₁月₂日（水）

※₃日（木）は午後₁時からです。

上尾伊奈斎場つつじ苑 720-7870・ 723-8321
₁月₁日（祝）～₃日（木）
※12月31日（月）は告別式だけ、₁月₄日（金）は上尾
市・伊奈町に在住の人を優先します。

壁画の前で生徒たちと（あげお産業祭）
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60
歳
以
上
の
国
民
年
金
任
意
加
入

保
険
年
金
課　

７
７
５
―５
１
３
７

　

７
７
５
―９
８
２
７

　
日
本
に
住
む
20
～
60
歳
の
人
は
全
て
、

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
が
、
60
歳
以
上

の
人
も
希
望
す
る
と
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
任
意
加
入　

▼
対
象　
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い

人
か
年
金
の
受
給
資
格
期
間（
25
年
以
上
）

が
不
足
し
て
い
る
60
～
65
歳
の
人

※
60
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
受
け
付
け

で
き
、
申
し
出
た
月
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
ま
た
は
厚

生
・
共
済
年
金
に
加
入
中
の
人
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

※
任
意
加
入
期
間
は
、
保
険
料
免
除
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
特
例
任
意
加
入

▼
対
象　
65
歳
ま
で
に
は
受
給
資
格
期
間

（
25
年
以
上)

を
満
た
せ
な
い
が
、
70
歳

ま
で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
る
人

※
昭
和
40
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
だ
け
で
す
。

▼
期
間　
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
時
ま

で【
①
②
共
通
】

▼
申
し
込
み　

年
金
手
帳（
本
人
・
配
偶

者
）、
預（
貯
）金
通
帳
、
通
帳
使
用
印
、

戸
籍
謄
本（
特
例
任
意
加
入
時
に
必
要
）、

共
済
組
合
加
入
期
間
確
認
通
知
書（
共
済

加
入
期
間
が
あ
る
人
）を
用
意
し
て
、
保

険
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
９
番

窓
口
）へ

上
尾
市
地
域
防
災
計
画
改
訂（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

市
民
安
全
課　

７
７
５
―５
１
４
０

　

７
７
５
―９
９
２
７

▼
募
集
期
間　

12
月
１
日（
土
）～
28
日

（
金
）

▼
計
画（
案
）・
意
見
書（
様
式
）の
設
置
場

所　
市
民
安
全
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

▼
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い　
市
で
内
容
を

検
討
し
た
上
、
改
訂
の
際
の
参
考
に
す
る

▼
対
象
者　
市
内
に
在
住
か
在
勤
ま
た
は

在
学
の
人
、
ま
た
は
計
画
に
利
害
関
係
を

有
す
る
人

▼
提
出
方
法　
﹁
上
尾
市
地
域
防
災
計
画

改
訂（
案
）へ
の
意
見
書
﹂（
様
式
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
か
郵
便
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
市
民
安
全
課（
市

役
所
４
階
、
〒
３
６
２
―８
５
０
１
本
町

３
―１
―１
、

s208000

＠city.ageo.
lg.jp)

へ

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

子どもの読書活動支援センターの
� 愛称とキャラクターが決まりました

⇨子どもの読書活動支援センター（ ・ ７73－3711）

　₇月₁日～₉月₇日に募集した子どもの読書活動支援セン
ターの愛称とマスコットキャラクターは、施設愛称案に25点、
マスコットキャラクター案には306点の応募がありました。そ
の中から最優秀作品として施設愛称案に吉崎桜さん（１５歳・上
在住）の﹁あっぴぃーぶっくる﹂、マスコットキャラクター案に
上野楓さん（11歳・川在住）作の﹁ブッピー﹂が選ばれました。こ
の作品をもとに施設愛称を﹁あっぴぃ ぶっくる﹂、マスコット
キャラクターを﹁ブッピー﹂と決定し、今後子どもの読書活動支
援センターのＰＲなどに使用します。
　その他、特賞には優秀賞他14点の作品が選ばれ、10月27日に
表彰式が行われました。

施設愛称・キャラクター表彰式

キャラクター 施設愛称



市 政
ニュース
市 政
ニュース

9 広報 2012年１２月号 No.94５

　歳入の決算額は584億1,531万円となり、前年度に
比べて１億5,931万円の増加（0.3㌫増）、歳出の決算
額は566億2,016万円で、前年度に比べて₂億254万

円増加（0.4㌫増）しました。それぞれの内訳は、図
１のとおりです。
　平成23年度の主な事業は下記のとおりです。また
支出額の市民１人当たりの換算額は24万9,000円に
なります（10ページ図₂参照）。

財政事情を公表します

⇨財政課（ 775－4247 ・ 776－8873）

　毎年₆月と12月に財政事情を公表しています。これは市民の皆さんが納めた貴
重な税金や国・県からの支出金などがどのように使われているかを知り、市政に
ついて理解を深めていただくためのものです。今回は、平成23年度決算と平成24
年度上半期の収支状況をお知らせします。

平 成 ２３ 年 度 決 算

 民生費 
▪こども医療費を引き続き中学生まで無料化
▪民間保育所の新規開設を助成

 教育費 
▪富士見小学校の校舎改築工事を実施
▪小・中学校₇校の耐震補強工事などを実施
▪小学校普通教室にエアコンを整備

 衛生費 
▪子宮頸

けい
がんなどのワクチン接種費用の無料化

▪瓦葺ふれあい広場を整備

　　平成23年度の主な事業

 土木費 
▪上尾平方線の電線地中化整備工事を実施
▪�東日本大震災で被災した境橋の仮設橋整備などの災
害復旧事業を実施

 消防費 
▪伊奈町との共同による消防救急無線のデジタル化に着手

 商工農業費 
▪支援金付きアッピー商品券の発行助成

 その他 
　▪市内中小企業の支援として各公共施設の修繕を実施
　▪�市民貸し出し用の放射線測定器や食品放射能測定シ
ステムなどを整備

　▪�岩手県陸前高田市、福島県本宮市への継続的復興支
援・交流を実施

【図₁】平成23年度一般会計決算の状況

瓦葺ふれあい広場

こども医療費を引き続き無料化 富士見小学校

ア
ッ
ピ
ー

歳　入
584億1,531万円

歳　出
566億2,016万円

市税
298億4,466万円
（51.1％）国庫支出金

86億9,247万円
（14.9％）

市債
55億8,340万円
（9.6％）

その他
79億73万円
（13.5％） 民生費

212億788万円
（37.5％）

教育費
74億4,863万円
（13.2％）

衛生費
47億7,349万円
（8.4％）

土木費
43億1,693万円
（7.6％）

消防費
22億6,209万円
（4.0％）

商工農業費
6億7,094万円
（1.2％）

総務・議会費
90億8,106万円
（16.0％）

公債費
68億5,914万円
（12.1％）

県支出金
32億9,204万円
（5.6％）

地方交付税
31億201万円
（5.3％）

１．一般会計
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ア
ッ
ピ
ー

【図₂】市民１人当たりの支出額の換算額（平成24年₄月１日現在の人口22万7,217人で計算）
民生費 総務・議会費 教育費 公債費

　保育所の運営、高齢者や
障害のある人へのサービス
の提供などの費用

　選挙、戸籍、徴税、庁舎
管理や議会運営などの費用

　学校、図書館、公民館な
どの管理運営、文化・ス
ポーツ振興の費用

　借り入れたお金の返済な
どの費用

衛生費 土木費 消防費 商工農業費
　ごみ・し尿の処理、環境
対策、健康推進などの費用

　道路、河川、公園の整備・
管理、都市整備などの費用

　消防施設の整備や救急活
動、災害対策などの費用

　商工業や農業の推進など
の費用

１人当たりの
支出額

24万9,000円

　特別会計は、国民健康保険や下水道事業など特定
の事業を行う場合、一般会計とは区分して事業ごと
の収支を明確にするための会計です。

特別会計決算額

会計区分 歳　入 歳　出

国民健康保険 227億4,818万円 215億8,532万円

工業住宅団地開発事業 111万円 91万円

公共下水道事業 49億8,179万円 48億6,262万円

介護保険 97億861万円 94億6,405万円

後期高齢者医療 16億7,279万円 16億6,927万円

合　　計 391億1,248万円 375億8,217万円

　公営企業会計は、地方公営企業法の適用を受け、
利用者からの料金などによって公共の利益を目的に
経営する事業の会計です。上尾市では水道事業が該
当します。

水道事業会計決算額

科　目 収　入 支　出

収益的収支 42億3,596万円 36億369万円

資本的収支 2億6,749万円 14億1,176万円

給水戸数／₈万9,625戸、給水人口／22万6,434人（普及率99.7％）
※�収益的収支とは、水道水を皆さんの家庭に供給するなど、営

業面の収支です。
※�資本的収支とは、配水管の布設や施設の建設・改良事業面の

収支です。

２．特別会計 ３．公営企業会計

　平成2３年度の市の決算を家計に例えると…

ア
ッ
ピ
ー9万３,000円

2万1,000円

4万円

1万9,000円

3万３,000円 3万円

3,000円

銀
　行

1万円
ア
ッ
ピ
ー

給与
（市税・交付税等）

18.4万円

食費
（人件費）
6.1万円

ローン返済
（公債費）3.5万円

諸手当
（国庫支出金等）
6.1万円

医療費・
保育料

（扶助費）
7.1万円

パート代
（分担金、負担金等）
2.5万円

光熱水費・通信費
（物件費）4.4万円

家電などの買換え
（普通建設事業費）
3.3万円

子どもへの仕送り
（繰出金）2万円

その他雑費
（補助費等）2.7万円銀行からの借入

（市債）2.9万円

貯金の取り崩し
（繰入金）1千円

支出
29.1万円

収入
30万円

　市役所と一般家庭では単純に比較できませんが、平成２３年度の一般会計の決算を、世帯
主の年齢３０～５０代の平均世帯の家計に例えると、収支の内訳は次のようになります。
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　﹁地方公共団体の財政の健全化に関する法律﹂で
は、市町村の財政破たん（会社でいう倒産）を未然に
防ぐため財政の健全度を示す﹁健全化判断比率﹂と公

営企業の経営状況の健全化を示す﹁資金不足比率﹂を
算定し、公表することを義務付けています。
　平成23年度の上尾市の指標はすべて健全の基準内
であり、上尾市の財政は健全であることがわかりま
す。

　市では、学校や道路、下水道などの公共施設を整
備するために国や県、金融機関などからお金を借り
入れています。この市の借入金を市債といいます。
市債残高

会計区分 平成23年度末現在高 平成22年度末現在高
一般会計 594億973万円 598億667万円

公共下水道事業 184億2,662万円 187億2,783万円

水道事業 75億6,353万円 80億8,824万円

合　　計 853億9,988万円 866億2,274万円

市民１人当たり 37万5,852円 38万１，２３９円

　市が保有している主な財産は下表のとおりです。

主な市有財産

区　分 土　　地 建物（延べ面積）
行政財産 161万7,521㎡ 37万2,746㎡ 

普通財産 9万9,681㎡ 7,937㎡ 

合　計 171万7,202㎡ 38万683㎡ 

４．市債の状況 ５．市有財産の状況

６．財政健全化指標

将来負担比率
将来的な財政負担がどれくらいか

資金不足比率
公営企業の資金不足がどれくらいか

実質公債費比率
借金などの財政負担がどれくらいか

連結実質赤字比率
全会計を合わせて赤字かどうか

実質赤字比率

健全化比率 上尾市

―

―

6.9％

0％ 11.6％ 20％

0％ 16.6％ 30％

0％ 25％ 35％

72.7％

一般会計が赤字かどうか

財政は健全です！
この状態を続けましょう

財政の早期健全化
イエローカードです！

財政の再生
財政危機です！

0％ 350％

上尾市

上尾市

― 0％ 20％上尾市

上尾市

上尾市

※上尾市は全会計とも赤字決算ではないため、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資金不足比率」の比率は表示されません。

公共下水道事業
５３億３千万円

９億６千万円
１３億９千万円

平成24年度上半期（₄月１日～₉月30日）の収支状況
一般会計
５８２億円

２５９億9千万円 （収入率）　４４．６％

２１７億８千万円 （執行率）　３７．４％

国民健康保険
２３０億６千万円

９４億４千万円
１０６億６千万円

介護保険
１１６億６千万円

４０億９千万円
４２億５千万円

後期高齢者医療
１９億１千万円

７億円
６億２千万円

※工業住宅団地開発事業特別会計については、上半期の支出がなかったため表示していません。

（収入率）　４１．０％

（収入率）　３５．１％

（収入率）　１８．１％

（収入率）　３６．７％

（執行率）　４６．２％

（執行率）　３６．５％

（執行率）　２６．１％

（執行率）　３２．３％

収入

収入

収入

収入

収入

支出

支出

支出

支出

支出

水道事業
（企業会計）

■収益的収入（４２億３千万円）・支出（３８億５千万円）

■資本的収入（２億７千万円）・支出（１６億１千万円）

２３億円

１８０万円

１２億７千万円

３億８千万円

収入

収入

支出

支出
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　平成23年₃月に策定した﹁第₇
次上尾市行政改革大綱・行政改革
実施計画﹂に基づき、平成23～27
年度を計画期間とする行政改革に
取り組んでいます。
　取り組みの１年目である平成23
年度末では、42項目が約98㌫順調
に取り組んでいます。サービス向
上や経費の効率化に向けた取り組
みを金額に換算すると約17億₅千
万円の効果があったことになりま
す。
　今後も取り組みを継続して行政
改革を推進していきます。

上尾市の行政改革の取り組み　平成23年度で約17億円の効果

取り組みの成果 平成２３年度の取り組み例
⇨総合政策課（ 775－3963 ・ 776－8873）

行政改革項目 取 り 組 み 内 容 平成23年度の
効果額（円）

指定管理
（わくわくランド）

サービス向上のため指定管理者を公募により選定。併せて
利用料金制度を導入。効果額は管理経費の節減努力による ６９４万₃千

指定管理
（市民体育館）

サービス向上のため、耐震補強と大規模改修工事後のオ
ープンに合わせて指定管理者制度を導入することを決定 -

公共施設の
計画的管理

計画的な維持管理、配置計画の施策定に向けて、公有財
産台帳を整備 -

定員適正化 前年度比10人削減し、1,432人にした 8,782万

給与制度 手当ての見直しなど 4,509万₄千

第三セクター
（シルバー人材センター）自立に向けた職員体制の見直しなど 304万₉千

第三セクター
（地域振興公社）

財団法人上尾市地域振興公社の公益法人化に向けて申請
を実施。事務の効率化に向けた職員体制の見直しなど 551万₄千

市債管理 借り入れ利率を入札により決定。国の繰り上げ償還制度
の活用など ₂億1,262万₃千

税の滞納整理 口座振替、コンビニ納付、電話催告コールなどによる納
税率の向上 １億801万₇千

歳入確保 市有財産を活用した広告の実施。市所有地への自動販売
機の設置に当たり、入札を実施 1,335万₉千

不要資産売却 未利用資産の見直しによる公売、旧道路敷の払い下げ 2,018万₉千

▶職種と採用予定人数　下表のとおり

▶試験内容　公務員として必要な知識につ
いて、活字印刷文による教養試験・作文試
験と専門試験（土木・建築）を行います。
▶試験日　第一次試験　平成２５年１月27日
（日）
※試験時間と会場は ､ 申込時にお知らせ
します。
▶申し込み　申込書に証明書用写真（縦₄
×横₃㌢）₂枚を貼り付けて、平成25年１
月１０日（木）～１５日（火）の午前₉時～午後₄
時（土・日曜日、祝日を除く）に申し込んで
ください。
※受験資格（採用職種により条件が異な
る）、受付場所など詳しくは、市ホームペー
ジまたは受験案内をご覧ください。
※申込書（受験案内）は職員課（市役所₄
階）、各支所・出張所、図書館本館にあり
ます（市ホームページからダウンロードも可）。

⇨職員課（ ７７５－５１１２ ・ ７７５－９８１９）

平成25年₄月採用予定
市職員を募集

職　種 採用予定人数
一般事務（身体障害者対象） 若干名

土　　木 ₃人
建　　築 若干名

⇨上尾市消防本部総務課（ ７７５－１５００ ・ ７７５－２２３０）

消防功労者62人が受章

10月21日、上平公園で消防特別点検と埼玉県消防協会
の表彰式が行われ、市内で消防活動に功労のあった延べ62
人（団体含む）が次のとおり表彰されました（敬称略、氏名
の後の数字は第１～₈分団を表す）。
●県消防協会表彰
特別功労章／大倉豊（団本部）　二等功労章／石倉聡⑦　三
等功労章／永松浩利①、皆川良④、前島博行⑤、今川健史
⑦　機関技能章／寺坂浩二①、矢上光男②、鶴田陽平③、
籠宮一徳④、市ノ川利貴⑤、藤波真輔⑥、今川健史⑦　勤
続章／小林照正①、冨田利光①、早川康友④　防災団体表
彰／日本信号株式会社上尾工場自衛消防組織　消防功労章
／池野耕司、新井金作、野本順一、糟谷珠紀
●県消防協会上尾支部表彰
特別功労章／飯野紀彰③、小野寺圭介③、鶴田陽平③、宇
塚芳仁④、和久津健一⑤、髙橋文一⑥　一等功労章／小島
徳①、木村満②、斉藤真一郎②、奥山雅也③、町田敏昭③、
本田晃之④、内田高幸④　二等功労章／小林誠一④、波多
野和茂⑤、佐藤敏幸⑦　三等功労章／寺坂浩二①、小川寿
誉①、片柳淳①、小田川真②、原淳志②、幸形温③、籠宮
一徳④、藤波真輔⑥、田中輝夫⑦、三ツ木洋平⑦、吉野将
司⑧　精勤章／寺坂浩二①、勝野功②、飯野紀彰③、籠宮
一徳④、鈴木晃一⑤、藤波真輔⑥、田中輝夫⑦　勤続章／
新井圭介①、寺坂清①、古島昭②、市ノ川利貴⑤、櫻井裕
⑧　優良団員特別表彰／菊池春樹⑤、駒崎博士⑦
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上尾市役所での
節 電

節電のご協力
ありがとうございました

　本年度は、東京電力㈱の電気
料金値上げに対応するため上尾
市役所でも節電を行い、₄～₉
月までの上半期で本庁舎では
30.9㌫（前々年比）、その他施設

（小・中学校を除く）では11.9㌫
（前々年比）の電力が削減できま
した。

12月は地球温暖化防止月間です

⇨環境政策課（ ７７５－６９２５ ・ ７７５－９９２７）

「地球にやさしい省エネ・エコライフ」の実践を
私たちの生活の中で余分なエネルギー消費を抑え、
無駄の無い賢い生活﹁エコライフ﹂を送ることで

地球温暖化の原因になるＣＯ₂を少なくすることができます。
一人一人の取り組みで、美しい地球環境を未来に残しましょう。

⇨
秘
書
室　

７
７
５
︱

３
８
４
９

　
　
　
　
　

７
７
５
︱

９
８
６
１

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　ご家庭などで節電にご協力い
ただき、ありがとうございまし
た。
　今後、冬期は暖房による電力
需要が増えることが予想される
ため、引き続き節電にご協力を
お願いします。

http://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/
page/ecolifeday.htm

l

）か
ら
も
参

加
で
き
ま
す
。

 

●
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施

　
冬
の
節
電
と
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、

12
月
１
日
～
平
成
25
年
３
月
末
日
に
市

の
公
共
施
設
で
は
暖
房
温
度
を
19
度
に

設
定
し
、
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
を
実
施
し
ま

す
。

 

●
省
エ
ネ
対
策
推
進
奨
励
金

　
市
で
は
、
自
主
的
に
省
エ
ネ
対
策
活

動
に
取
り
組
む
市
民
の
皆
様
に
対
し
、

省
エ
ネ
対
策
推
進
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
、
家
庭

用
燃
料
電
池
、
電
気
自
動
車
、
電
動
バ

イ
ク
な
ど

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
環
境
政
策
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ２（
二
酸

化
炭
素
）の
割
合
は
、給
湯
や
冷
暖
房
、

電
力（
照
明
・
家
電
製
品
な
ど
）、
自
家

用
乗
用
車
か
ら
の
排
出
量
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

冬
場
は
特
に
多
く
な
り
ま
す
。

●﹁
冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ

２
０
１
２
﹂を
実
施

　
12
月
１
日（
土
）～
28
日（
金
）の
中
の

１
日
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
Ｃ
Ｏ２

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト（
１
日
版
環
境
家
計
簿
）に
よ
り
、
Ｃ

Ｏ２
の
削
減
量
が
分
か
り
ま
す
。
上
尾
市

で
は
統
一
実
施
日
を
12
月
16
日（
日
）に

設
定
し
ま
す
。

　
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
は
、
県
内
の
自

治
体
と
共
同
で
実
施
し
て
お
り
、
回

収
・
集
計
後
、
県
全
体
の
Ｃ
Ｏ２
削
減
量

を
発
表
し
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
各
支
所
・
出

張
所
に
あ
り
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

　
平
成
２４
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
、
第
１９
回
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
の
市
内
の
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

平
成
２４
年
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章
　
　
下
里
　
孝
典（
地
方
自
治
功
労
）

瑞
宝
小
綬
章
　
　
石
井
　
修
一（
防
衛
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
浩（
教
育
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
落
合
　
　
宏（
防
衛
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
神
尾
　
哲
夫（
教
育
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
佐
市（
警
察
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
　
　
成
田
　
宮
男（
更
生
保
護
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
浩
充（
会
計
検
査
事
務
功
労
）

平
成
24
年
秋
の
褒
章

黄
綬
褒
章　

　
　
武
田
　
迪
夫（
業
務
精
励
）

第
19
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
　
　
井
上
　
忠
正（
警
察
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
典
道（
警
察
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
帆
苅
　
恒
德（
警
察
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
　
　
石
井
　
勇
二（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
片
渕
　
乕
次
郎（
警
察
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
栗
本
　

男（
防
衛
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
庄
子
　
　
晃（
警
察
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
賢
治（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
圀
明（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
武
藤
　
繁
昭（
警
察
功
労
）
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⇨環境政策課（ ７７５－６９２５ ・ ７７５－９９２７）

　
市
税
の
滞
納
は
、
納
期
限
内
に
納
付
し

て
い
る
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
税
は
必

ず
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
税
の
滞
納
整
理
強
化
期
間 

　
上
尾
県
税
事
務
所
と
連
携
し
て
、
11
月

～
平
成
25
年
１
月
を﹁
滞
納
整
理
強
化
期

間
﹂と
定
め
、﹁
ス
ト
ッ
プ
！　

滞
納
﹂を

合
言
葉
に
徴
収
対
策
を
集
中
的
に
進
め
て

い
ま
す
。 

●
差
押
え
の
重
点
実
施 

　
払
え
る
の
に
払
わ
な
い
悪
質
な
滞
納
者

に
対
す
る
徴
収
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。 

　
特
に
遊
興
費
、
借
入
金
返
済
、
住
宅
・

自
動
車
ロ
ー
ン
返
済
や
貯
蓄
な
ど
を
優
先

し
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
き
ち
ん
と
納

税
し
て
い
る
人
た
ち
と
の
公
平
性
を
図
る

た
め
に
も﹁
財
産
調
査
﹂や﹁
財
産
の
差
押

え
﹂を
徹
底
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
市
税
の
未
納
が
あ
る
人
は
、
早
急
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
特
別
対
策
チ
ー
ム
の
設
置 

　
滞
納
額
が
高
額
な
場
合
に
は
、
県
税
事

務
所
と
共
同
設
置
し
た
特
別
対
策
チ
ー
ム

に
よ
り
、
さ
ら
に
厳
格
な
徴
収
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
強
制
捜
索
の
実
施 

　
滞
納
者
の
住
居
や
事
務
所
を
強
制
的
に

捜
索
し
て
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

　
本
人
が
不
在
で
も
、
裁
判
所
の
許
可
な

し
に
執
行
で
き
る
強
力
な
権
限
が
法
律
で

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

●
公
売
に
よ
る
滞
納
税
へ
の
充
当 

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
に
よ
る
公
売
に
か
け
、
そ
の
売

却
代
金
を
滞
納
税（
延
滞
金
を
含
む
）に
充

当
し
ま
す
。 

●
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す 

　
市
税
を
納
め
な
い
ま
ま
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
年
14
・
６
㌫
の
延
滞
金
が
発
生
し
ま

す（
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
は
４・３
㌫
）。
期
限
内
に
納

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
延
滞
金
は
高
率
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

●
市
税
の
納
付
方
法 

　
金
融
機
関
の
窓
口
に
よ
る
納
付
の
他
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
市
役
所
、
各

支
所
・
出
張
所
で
納
付
で
き
ま
す
。 

●
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
﹁
便
利
で
確
実
﹂な
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
一
度
手
続
き

を
す
る
と
、
毎
年
自
動
的
に
継
続
さ
れ
、

次
の
よ
う
な
長
所
が
あ
り
ま
す
。

◆
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

払
い
込
ま
れ
る
た
め
、
納
め
忘
れ
が
な
い

◆
納
期
の
度
に
金
融
機
関
な
ど
に
納
付
に

行
く
手
間
が
省
け
る

※
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内
の
金
融
機

関
の
窓
口
に
あ
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　
や
む
を
得
な
い
理
由
で
市
税
を
期

限
内
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
放

置
せ
ず
に
、
必
ず
納
税
課（
市
役
所

２
階
）に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！

滞納整理強化期間実施中（11月～平成25年１月）

⇨納税課（ ７７５－５１９４ ・ ７７５－９８４６）

　税は、私たちが健康で文化的な生活を送るため
に重要な役割を担っています。福祉や教育などさ
まざまな仕事（公共サービス）を進める上でとても
大切な財源です。

ストップ
！�滞納

◆差押え（預金・生命保険など）の
実績

年度 件数 徴収税額(円)

23  ４7 1,409万8,449

24 ３１８ 5,833万８,514

※数値は10月末現在のものです。

◆公売の実績

種別 件数 売却額(円)

不動産 14 1,661万6,000

動産 １６   ４８万4,083

※平成２１年度からの累計です。

◆滞納処分までの流れ

滞
　
納
　
発
　
生

差
押
え

公
　
　
売

督
促
状
発
送

財産調査
（例）

勤務先
取引先
金融機関
保険会社
自宅・事務所

➡ ➡ ➡ ➡
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第
44
回
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
受
賞
者

自
治
振
興
課　

７
７
５
―４
５
３
９

　

７
７
５
―９
８
１
９

　
11
月
14
日
、
埼
玉
会
館
で
シ
ラ
コ
バ
ト

賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞

は
、
日
頃
身
近
な
所
で
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
に
着
実
な
実
践
活
動
を

続
け
て
い
る
個
人
と
団
体
に
対
し
、
そ
の

活
動
と
功
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
市
内
で
は
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

議
か
ら
推
薦
を
受
け
た
、
次
の
個
人
９
人

と
５
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た（
敬
称
略
）。

▼
授
賞
者

個
人
／
小
島　

稔（
向
原
町
内
会
）、
新

藤　

慶
一（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
埼
玉
県
連

盟
む
さ
し
地
区
協
議
会
）、
三み

科し
な　

伸
之

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
埼
玉
県
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
）、
浦
和　
三
郎（
市

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
）、
横
堀　

鶴
雄

（
市
文
化
団
体
連
合
会
上
尾
市
民
囲
碁
連

盟
）、
森
田　
喜
久
江（
市
青
少
年
育
成
推

進
員
協
議
会
）、
坂
牛　
文
子（
市
母
子
愛

育
会
）、
加
藤　
洋
子（
市
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会
）、
鈴
木　
靖
代（
市
交
通
安

全
母
の
会
連
合
会
）　

団
体
／
尾
山
台
団

地
五
月
会
、
む
く
の
き
会
、
障
害
者
書
道

ク
ラ
ブ
、
陣
屋
町
内
会
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
上
尾
西
口
生
涯
楽
集
会

立体造形

日本画

工芸

洋画

写真

書

﹃永遠と一日﹄
菊地　隆さん

﹃緑黄﹄
池田　睦

むつ

子
こ

さん

﹃藍絞り染め浴衣﹄
川上　公子さん

﹃ Baby doll ﹄
大
や ま と

和　とも子さん

﹃五月の光～オアフ島～﹄
友
とも

清
きよ

　和
かず

親
ちか

さん

﹃杜甫詩﹄
大宮　美

びしゅん

春さん

⇨生涯学習課（ ７７５－９４９６ ・ ７７６－２２５０）

第44回上尾市美術展覧会

　﹁第44回上尾市美術展覧会（市展)﹂が10月
16～21日にコミュニティセンターと市民
ギャラリーで開催され、₆部門545点の力
作が出品されました。このうち市長賞を
受賞した₆点を紹介します。

市長賞受賞作品の紹介


